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議案第 号

平成 年度いわき市一般会計予算

平成 年度いわき市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（継続費）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割

額は、「第２表 継続費」による。

（債務負担行為）

第３条 地方自治法第 条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度

額は、「第３表 債務負担行為」による。

（地方債）

第４条 地方自治法第 条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表 地方債」による。

（一時借入金）

第５条 地方自治法第 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、 千円

と定める。

（歳出予算の流用）

第６条 地方自治法第 条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用と定める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 3 -

－ 3－





(単位  千円)

款 項

市税

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱産税

特別土地保有税

入湯税

都市計画税

事業所税

地方譲与税

地方揮発油譲与税

自動車重量譲与税

特別とん譲与税

利子割交付金

利子割交付金

配当割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

- 5 -

－ 5－



(単位  千円)

款 項

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方特例交付金

地方交付税

地方交付税

交通安全対策特別交付金

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

分担金

負担金

使用料及び手数料

使用料

手数料

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

国庫委託金

県支出金

県負担金

県補助金

県委託金

金 額

- 6 -
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(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

寄附金

寄附金

繰入金

特別会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

市預金利子

貸付金元利収入

受託事業収入

収益事業収入

雑入

市債

市債

歳 入 合 計

金 額

- 7 -

－ 7－



(単位  千円)

款 項

議会費

議会費

総務費

総務管理費

徴税費

戸籍住民基本台帳費

選挙費

統計調査費

監査委員費

民生費

社会福祉費

児童福祉費

生活保護費

災害救助費

衛生費

保健衛生費

清掃費

上水道費

労働費

労働諸費

農林水産業費

農業費

林業費

歳   　　  　     出

金 額

- 8 -

－ 8－



(単位  千円)

款 項

水産業費

商工費

商工費

土木費

土木管理費

道路橋りょう費

河川費

港湾費

都市計画費

住宅費

消防費

消防費

教育費

教育総務費

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

災害復旧費

厚生労働施設災害復旧費

農林水産業施設災害復旧費

公共土木施設災害復旧費

金 額

- 9 -
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(単位  千円)

款 項

文教施設災害復旧費

その他公共施設・公用施設

災害復旧費

公債費

公債費

諸支出金

普通財産取得費

予備費

予備費

金 額

歳 出 合 計

- 10 -
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　（新　規）

総　 額 年 　度 年 割 額

千円 千円

平成31年度

平成32年度

第２表　継　続　費

款 項 事　　業　　名

衛 生 費 清 掃 費
マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル
施 設 整 備 事 業

- 11 -
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　（新　規）

限 度 額

自 平成31年度

至 平成35年度

自 平成31年度

至 平成33年度

公 共 施 設 等 敷 地 賃 借 料
（ 平 成 年 度 設 定 分 ）

10　千円

第３表　債務負担行為

事 項 期 間

津 波 被 災 地 域 企 業 等 立 地 奨 励 金
（ 平 成 年 度 交 付 決 定 分 ）

417,950　千円

- 12 -
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限 度 額 起 債 の 方 法 利　率 償 還 の 方 法

千円
１　借入先 　3.5％ 　政府資金について

　　政府、県、銀   以　内  は、その融資条件に

　行、その他  (ただし、  より、銀行、その他

２　借入方法  利率見直  の場合には、その債

　　証書借入又は  し方式で  権者と協定するとこ

　証券発行  借り入れ  ろによる。

３　借入時期  る資金に  　ただし、市財政の

　平成31年度  ついて、  都合により据置期間

　　ただし、市財  利率の見  及び償還期限を短縮

　政の都合により  直しを行  し、若しくは繰上償

　起債額の全部又  った後に  還又は低利に借り換

　は一部を翌年度  おいては、 えることができる。

　に繰延べて借り  当該見直

　入れることがで  し後の利

　きる。  率)

第４表　地　方　債

起 債 の 目 的

庁 舎 整 備 事 業

社 会 福 祉 施 設 整 備 事 業

一 般 廃 棄 物 処 理 事 業

農 業 農 村 整 備 事 業

林 道 整 備 事 業

地 域 活 性 化 事 業

道 路 整 備 事 業

辺 地 対 策 事 業

地 方 道 路 等 整 備 事 業

排 水 路 整 備 事 業

自 然 災 害 防 止 事 業

公 営 住 宅 建 設 事 業

都 市 計 画 事 業

消 防 施 設 整 備 事 業

防 災 施 設 整 備 事 業

学 校 教 育 施 設 等 整 備 事 業

社 会 教 育 施 設 整 備 事 業

計

体 育 施 設 整 備 事 業

上 水 道 出 資 債

臨 時 財 政 対 策 債

- 13 -

－ 13 －





特　　別　　会　　計

- 15 -

－ 15 －





議案第 号

平成 年度いわき市国民健康保険事業特別会計予算

平成 年度いわき市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円、直診勘定の歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（歳出予算の流用）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不

足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

⑵ 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 17 -

－ 17 －





(単位  千円)

款 項

国民健康保険税

国民健康保険税

使用料及び手数料

手数料

国庫支出金

国庫補助金

県支出金

県補助金

財産収入

財産運用収入

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

市預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

事　　　業　　　勘　　　定

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 19 -
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(単位  千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴税費

運営協議会費

国民健康保険医療費適正化

特別対策事業費

保険給付費

療養諸費

高額療養費

出産育児諸費

葬祭諸費

移送費

国民健康保険事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金等分

介護納付金分

保健事業費

特定健康診査等事業費

保健事業費

基金積立金

基金積立金

諸支出金

償還金及び還付加算金

歳   　　  　     出

金 額

- 20 -
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(単位  千円)

款 項

延滞金

繰出金

予備費

予備費

金 額

歳 出 合 計

- 21 -

－ 21 －





(単位  千円)

款 項

診療収入

外来収入

その他の診療収入

使用料及び手数料

手数料

繰入金

他会計繰入金

事業勘定繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

市預金利子

雑入

直 診 勘 定

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 23 -
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(単位  千円)

款 項

総務費

施設管理費

医業費

医業費

諸支出金

償還金

予備費

予備費

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計

- 24 -

－ 24 －



議案第 号

平成 年度いわき市後期高齢者医療特別会計予算

平成 年度いわき市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 25 -
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(単位  千円)

款 項

後期高齢者医療保険料

後期高齢者医療保険料

使用料及び手数料

手数料

繰入金

他会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

償還金及び還付加算金

市預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳   　　  　     入

金 額

歳 入 合 計

- 27 -
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(単位  千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

後期高齢者医療広域連合納

付金

後期高齢者医療広域連合納

付金

諸支出金

償還金及び還付加算金

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計
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議案第 号

平成 年度いわき市介護保険特別会計予算

平成 年度いわき市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（歳出予算の流用）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用と定める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 29 -
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(単位  千円)

款 項

保険料

介護保険料

使用料及び手数料

手数料

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

支払基金交付金

支払基金交付金

県支出金

県負担金

県補助金

財産収入

財産運用収入

繰入金

一般会計繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

延滞金、加算金及び過料

市預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計
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(単位  千円)

款 項

総務費

総務管理費

徴収費

要介護認定等費

趣旨普及費

保険給付費

介護サービス等諸費

高額介護サービス等費

諸費

財政安定化基金拠出金

財政安定化基金拠出金

地域支援事業費

包括的支援等事業費

介護予防・日常生活支援総

合事業費

諸費

基金積立金

基金積立金

諸支出金

償還金及び還付加算金

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 32 -

－ 32 －



議案第 号

平成 年度いわき市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

平成 年度いわき市の母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 33 -

－ 33 －





(単位  千円)

款 項

繰入金

一般会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

貸付金元利収入

市預金利子

雑入

市債

市債

第１表　歳入歳出予算

歳   　　  　     入

金 額

歳 入 合 計

- 35 -

－ 35 －



(単位  千円)

款 項

母子父子寡婦福祉資金貸付

事業費

母子父子寡婦福祉資金貸付

事業費

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計

- 36 -

－ 36 －



限 度 額 起 債 の 方 法 利　率 償 還 の 方 法

千円
１　借入先 無利子  　母子及び父子並び

　　政府  に寡婦福祉法（昭和

２　借入方法  39年法律第129号）

　　普通貸借  第37条第２項、第４

 項及び第６項に定め

 るところにより償還

 する。

計

第２表　地　方　債

起 債 の 目 的

母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金
貸 付 事 業

- 37 -

－ 37 －





議案第 号

平成 年度いわき市土地区画整理事業特別会計予算

平成 年度いわき市の土地区画整理事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、 千円と定

める。

（歳出予算の流用）

第４条 地方自治法第 条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用と定める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 39 -

－ 39 －





(単位  千円)

款 項

国庫支出金

国庫補助金

財産収入

財産売払収入

繰入金

他会計繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

保留地処分金

土地区画清算金

雑入

市債

市債

第１表　歳入歳出予算

金 額

歳 入

歳 入 合 計

- 41 -

－ 41 －



(単位  千円)

款 項

土地区画整理費

総務管理費

事業費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計

- 42 -

－ 42 －



限 度 額 起 債 の 方 法 利　率 償 還 の 方 法

千円
１　借入先  　3.5％  　政府資金について

　　政府、県、銀   以　内  は、その融資条件に

　行、その他  (ただし、  より、銀行、その他

２　借入方法  利率見直  の場合には、その債

　　証書借入又は  し方式で  権者と協定するとこ

　証券発行  借り入れ  ろによる。

３　借入時期  る資金に  　ただし、市財政の

　　平成31年度  ついて、  都合により据置期間

　　ただし、市財  利率の見  及び償還期限を短縮

　政の都合により  直しを行  し、若しくは繰上償

　起債額の全部又  った後に  還又は低利に借り換

　は一部を翌年度  おいては、 えることができる。

　に繰延べて借り  当該見直

　入れることがで  し後の利

　きる。  率)

計

第２表　地　方　債

起 債 の 目 的

泉 第 三 土 地 区 画 整 理 事 業

勿来錦第一土地区画整理事業

- 43 -

－ 43 －





議案第 号

平成 年度いわき市卸売市場事業特別会計予算

平成 年度いわき市の卸売市場事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。

（一時借入金）

第３条 地方自治法第 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、 千円と定

める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 45 -

－ 45 －





(単位  千円)

款 項

使用料及び手数料

使用料

繰入金

他会計繰入金

諸収入

市預金利子

雑入

市債

市債

第１表　歳入歳出予算

歳   　　  　     入

金 額

歳 入 合 計

- 47 -

－ 47 －



(単位  千円)

款 項

卸売市場費

卸売市場費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計

- 48 -

－ 48 －



限 度 額 起 債 の 方 法 利　率 償 還 の 方 法

千円
１　借入先  　3.5％  　政府資金について

　　政府、県、銀   以　内  は、その融資条件に

　行、その他  (ただし、  より、銀行、その他

２　借入方法  利率見直  の場合には、その債

　　証書借入又は  し方式で  権者と協定するとこ

　証券発行  借り入れ  ろによる。

３　借入時期  る資金に  　ただし、市財政の

　　平成31年度  ついて、  都合により据置期間

　　ただし、市財  利率の見  及び償還期限を短縮

　政の都合により  直しを行  し、若しくは繰上償

　起債額の全部又  った後に  還又は低利に借り換

　は一部を翌年度  おいては、 えることができる。

　に繰延べて借り  当該見直

　入れることがで  し後の利

　きる。  率)

第２表　地　方　債

起 債 の 目 的

卸 売 市 場 施 設 整 備 事 業 133,100

計 133,100

- 49 -

－ 49 －





議案第86号 

平成31年度いわき市競輪事業特別会計予算 

平成31年度いわき市の競輪事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ16,034,619千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

平成31年２月21日提出 

いわき市長  清 水 敏 男

- 51 -

－ 51 －





(単位  千円)

款 項

競輪事業収入

競輪事業収入

財産収入

財産運用収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

市預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳   　　  　     入

金 額

歳 入 合 計

- 53 -

－ 53 －



(単位  千円)

款 項

競輪事業費

競輪総務費

競輪開催費

諸支出金

地方公共団体金融機構納付

金

繰出金

他会計繰出金

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 54 -

－ 54 －



議案第 号

平成 年度いわき市川部財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の川部財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市川部財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 55 -

－ 55 －





(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 57 -

－ 57 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

予備費

予備費

歳   　　  　     出

金 額

歳 出 合 計

- 58 -

－ 58 －



議案第 号

平成 年度いわき市常磐湯本財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の常磐湯本財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市常磐湯本財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 59 -

－ 59 －





(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

手数料

事業収入

使用料

手数料

工事収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

雑収入

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 61 -

－ 61 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

温泉事業費

温泉管理費

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 62 -

－ 62 －



議案第 号

平成 年度いわき市磐崎財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の磐崎財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市磐崎財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 63 -

－ 63 －





(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 65 -

－ 65 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 66 -

－ 66 －



議案第 号

平成 年度いわき市澤渡財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の澤渡財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市澤渡財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 67 -

－ 67 －





(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 69 -

－ 69 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 70 -

議案第 号

平成 年度いわき市田人財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の田人財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市田人財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 71 -

－ 70 －



議案第 号

平成 年度いわき市田人財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の田人財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市田人財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 71 -

－ 71 －





(単位  千円)

款 項

県支出金

県補助金

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳 入

金 額

歳 入 合 計

- 73 -

－ 73 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

公債費

公債費

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 74 -

－ 74 －



議案第 号

平成 年度いわき市川前財産区特別会計予算

平成 年度いわき市の川前財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

平成 年２月 日提出

いわき市川前財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 75 -

－ 75 －





(単位  千円)

款 項

財産収入

財産運用収入

財産売払収入

繰入金

基金繰入金

繰越金

繰越金

諸収入

預金利子

受託事業収入

雑入

第１表　歳入歳出予算

歳   　　  　     入

金 額

歳 入 合 計

- 77 -

－ 77 －



(単位  千円)

款 項

管理会費

管理会費

財産費

財産管理費

受託事業費

予備費

予備費

歳 出

金 額

歳 出 合 計

- 78 -

－ 78 －



企　　業　　会　　計

- 79 -

－ 79 －





議案第 号

平成 年度いわき市水道事業会計予算

（総則）

第１条 平成 年度いわき市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

１ 水 道 事 業

⑴ 給 水 件 数 件

⑵ 年 間 総 給 水 量 ㎥

⑶ 一 日 平 均 給 水 量 ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

ア 基幹浄水場連絡管整備事業 千円

イ 老 朽 管 更 新 事 業 千円

２ 簡 易 水 道 事 業

⑴ 給 水 件 数 件

⑵ 年 間 総 給 水 量 ㎥

⑶ 一 日 平 均 給 水 量 ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

ア 老 朽 管 更 新 事 業 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

第２款 簡易水道事業収益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

- 81 -

－ 81 －



支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円

第２款 簡易水道事業費用 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 予 備 費 千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額 千円は過年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分損益勘定留保資金

千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円及び繰越利益剰余金処

分額 千円で補填するものとする。）。

収 入

第１款 水道事業資本的収入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 工 事 負 担 金 千円

第３項 水道整備負担金 千円

第４項 国 庫 補 助 金 千円

第５項 他 会 計 負 担 金 千円

第６項 固定資産売却代金 千円

第７項 他 会 計 出 資 金 千円

第２款 簡易水道事業資本的収入 千円

第１項 他 会 計 負 担 金 千円

第２項 他 会 計 出 資 金 千円

支 出

第１款 水道事業資本的支出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 予 備 費 千円
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第２款 簡易水道事業資本的支出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 予 備 費 千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

基 幹 浄 水 場

連 絡 管

整 備 事 業

千円

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発

行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の

都合により、起債額の

全部又は一部を翌年度

に繰り延べて借り入れ

ることができる。

％

以 内

（ただし、利率

見直し方式で

借り入れる資

金について、

利率の見直し

を行った後に

おいては、当

該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、又は繰上償

還をし、若しくは低

利に借り換えること

ができる。

老 朽 管

更 新 事 業

計

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款水道事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び地方消費税に限

る。）

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円

⑵ 交 際 費 千円
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第２款 簡易水道事業資本的支出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 予 備 費 千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

基 幹 浄 水 場

連 絡 管

整 備 事 業

千円

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発

行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の

都合により、起債額の

全部又は一部を翌年度

に繰り延べて借り入れ

ることができる。

％

以 内

（ただし、利率

見直し方式で

借り入れる資

金について、

利率の見直し

を行った後に

おいては、当

該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、又は繰上償

還をし、若しくは低

利に借り換えること

ができる。

老 朽 管

更 新 事 業

計

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款水道事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び地方消費税に限

る。）

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円

⑵ 交 際 費 千円
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（他会計からの補助金）

第９条 事業経営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、 千円である。

（利益剰余金の処分）

第 条 繰越利益剰余金のうち 千円は、次のとおり処分するものと定める。

⑴ 減 債 積 立 金 千円

（たな卸資産購入限度額）

第 条 たな卸資産の購入限度額は、 千円と定める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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議案第 号

 

平成 年度いわき市病院事業会計予算

（総則）

第１条 平成 年度いわき市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 病 床 数 床

⑵ 年 間 患 者 数

ア 入 院 人

イ 外 来 人

⑶ 一 日 平 均 患 者 数

ア 入 院 人

イ 外 来 人

⑷ 主要な建設改良事業

ア 有形固定資産購入事業 千円

イ 新 病 院 事 業 千円

ウ リース資産購入事業 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 病 院 事 業 収 益 千円

第１項 医 業 収 益 千円

第２項 医 業 外 収 益 千円

第３項 看 護 専 門 学 校 収 益 千円

第４項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 病 院 事 業 費 用 千円

第１項 医 業 費 用 千円

第２項 医 業 外 費 用 千円

第３項 看 護 専 門 学 校 費 用 千円

第４項 特 別 損 失 千円

第５項 予 備 費 千円
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（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出

額に対し不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円で補填するものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 出 資 金 千円

第３項 負 担 金 千円

第４項 他 会 計 補 助 金 千円

第５項 貸 付 金 返 還 金 千円

第６項 寄 附 金 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 他会計長期借入金償還金 千円

第４項 貸 付 金 千円

第５項 そ の 他 資 本 的 支 出 千円

第６項 予 備 費 千円

（債務負担行為） 
第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

新 病 院 用 地 取 得 事 業
平成 年度から

平成 年度まで
千円

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

医療器械

整備事業

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の都

合により、起債額の全部

又は一部を翌年度に繰延

べて借り入れることがで

きる。

以 内

（ただし、利

率見直し方式

で借り入れる

資 金 に つ い

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率）

政府資金については、

その融資条件により、銀

行、その他の場合には、

その債権者と協定する

ところによる。

ただし、企業財政の都

合により据置期間及び

償還期限を短縮し、若し

くは繰上償還又は低利

に借り換えることがで

きる。

新病院事業

計

千円
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（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、5,000,000千円と定める。 

 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

⑴  第１款病院事業費用のうち、第１項医業費用と第２項医業外費用（消費税及び地方消 

費税に限る。） 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、 

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら 

ない。 

⑴  職 員 給 与 費     9,686,528千円 

⑵  交  際  費            1,160千円 

 

  （他会計からの補助金） 

第10条 病院事業の経営に資するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、  

36,083千円である。 

 

  （たな卸資産購入限度額） 

第11条 たな卸資産の購入限度額は、6,213,812千円と定める。 

 

（重要な資産の取得） 

第12条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種   類 名     称 数 量 

器  械 移 動 式 X 線 装 置 1台 

器  械 人 工 心 肺 装 置 1台 

器  械 汎 用 超 音 波 画 像 診 断 装 置 2台 

器  械 超 音 波 画 像 診 断 装 置 2台 

器  械 大 動 脈 内 バ ル ー ン ポ ン プ 2台 

器  械 FPD一体型ポータブルX線撮影装置 2台 

器  械 超 音 波 診 断 装 置 1台 

器  械 血 管 内 超 音 波 装 置 1台 

器  械 ポ ー タ ブ ル D S A 装 置 1台 
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平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

種 類 名 称 数 量

器 械 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム 台 

器 械 微 生 物 分 類 同 定 分 析 装 置 台

器 械 冷 凍 ア ブ レ ー シ ョ ン 装 置 台

器 械 経 皮 的 心 肺 補 助 シ ス テ ム 台

器 械 高 解 像 度 手 術 顕 微 鏡 台

器 械 全自動細菌同定感受性検査装置 台

器 械 皮膚良性血管病変治療用レーザー装置 台 

器 械 生 理 検 査 シ ス テ ム 一式
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議案第 号

平成 年度いわき市下水道事業会計予算

（総則）

第１条 平成 年度いわき市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 接 続 戸 数 戸

⑵ 年 間 総 処 理 水 量 ㎥

⑶ 一日平均処理水量 ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

ア 管 渠 建 設 事 業 千円

イ ポ ン プ 場 建 設 事 業 千円

ウ 処 理 場 建 設 事 業 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下 水 道 事 業 収 益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 下 水 道 事 業 費 用 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円

（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額 千円は、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円で補填するものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円
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第２項 他 会 計 出 資 金 千円

第３項 国 庫 補 助 金 千円

第４項 県 補 助 金 千円

第５項 負 担 金 等 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 固 定 資 産 購 入 費 千円

第３項 企 業 債 償 還 金 千円

第４項 予 備 費 千円

（継続費）

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

款 項 事 業 名 総 額 年度 年 割 額

千円 千円

１ 資本的支出 １ 建設改良費 芳川ポンプ場雨水ポ

ンプ設備改築（機械・

電気）事業

中部浄化センター汚

水ポンプ設備改築（機

械・電気）事業

中部浄化センター水

処理施設新設（土木）

事業

（債務負担行為）

第６条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水洗トイレ改造資金利子補給
補助金（平成 年度貸付分）

平成 年度から
平成 年度まで

借入期間中における融資残高につ
き約定利率により計算した利子相
当額
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第２項 他 会 計 出 資 金 千円

第３項 国 庫 補 助 金 千円

第４項 県 補 助 金 千円

第５項 負 担 金 等 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 固 定 資 産 購 入 費 千円

第３項 企 業 債 償 還 金 千円

第４項 予 備 費 千円

（継続費）

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

款 項 事 業 名 総 額 年度 年 割 額

千円 千円

１ 資本的支出 １ 建設改良費 芳川ポンプ場雨水ポ

ンプ設備改築（機械・

電気）事業

中部浄化センター汚

水ポンプ設備改築（機

械・電気）事業

中部浄化センター水

処理施設新設（土木）

事業

（債務負担行為）

第６条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水洗トイレ改造資金利子補給
補助金（平成 年度貸付分）

平成 年度から
平成 年度まで

借入期間中における融資残高につ
き約定利率により計算した利子相
当額
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事 項 期 間 限 度 額

水洗トイレ改造資金損失補償
（ 平 成 年 度 貸 付 分 ）

平成 年度から
平成 年度まで

融資元本の最終償還期限後契約に
基づく期限を経過してもなお元本
及び遅延利子の全部又は一部が回
収されなかった場合における当該
回収されなかった金額

下水道施設運転管理業務委託
（南部浄化センター等）

平成 年度から
平成 年度まで

千円

（企業債）

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

下 水 道

建設事業

千円

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発

行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の都

合により、起債額の全部

又は一部を翌年度に繰

り延べて借り入れるこ

とができる。

以 内

（ただし、利率

見直し方式で

借り入れる資

金について、利

率の見直しを

行った後にお

いては、当該見

直し後の利率）

政府資金について

は、その融資条件によ

り、銀行、その他の場

合には、その債権者と

協定するところによ

る。

ただし、企業財政の

都合により、据置期間

及び償還期限を短縮

し、若しくは繰上償還

又は低利に借り換える

ことができる。

資 本 費

平準化債

計

（一時借入金）

第８条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款下水道事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び地方消

費税に限る。）
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－ 91 －



（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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－ 92 －



（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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議案第 号

平成 年度いわき市地域汚水処理事業会計予算

（総則）

第１条 平成 年度いわき市地域汚水処理事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 接 続 戸 数 戸

⑵ 年 間 総 処 理 水 量 ㎥

⑶ 一日平均処理水量 ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

ア 管 渠 建 設 事 業 千円

イ 処 理 場 建 設 事 業 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 地域汚水処理事業収益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 地域汚水処理事業費用 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円

（資本的支出） 
第４条 資本的支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的支出額 千円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円、引継金 千円で補填するものとする。）。

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 予 備 費 千円
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－ 93 －



（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第５条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款地域汚水処理事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び

地方消費税に限る。）

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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－ 94 －



（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第５条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款地域汚水処理事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び

地方消費税に限る。）

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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議案第 号

平成 年度いわき市農業集落排水事業会計予算

（総則）

第１条 平成 年度いわき市農業集落排水事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 接 続 戸 数 戸

⑵ 年 間 総 処 理 水 量 ㎥

⑶ 一日平均処理水量 ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

ア 管 渠 建 設 事 業 千円

イ 処 理 場 建 設 事 業 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 農業集落排水事業収益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 農業集落排水事業費用 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円

（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額 千円は、当年度分損益勘定留保資金 千円で補填するものとす

る。）。
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－ 95 －



収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 他 会 計 出 資 金 千円

第２項 分 担 金 等 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 予 備 費 千円

（一時借入金）

第５条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

⑴ 第１款農業集落排水事業費用のうち、第１項営業費用と第２項営業外費用（消費税及び

地方消費税に限る。）

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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－ 96 －




